


 自転車が、暮らしを変える
「自転車のまちづくり」

自転車のまち 宇都宮特集

23 November  2010

特集
自転車のまち
宇都宮

　

手
軽
で
経
済
的
な
乗
り
物
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

イ
メ
ー
ジ
に
、「
オ
シ
ャ
レ
」「
健
康
的
」「
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
」
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
昨
今
の
自
転

車
ブ
ー
ム
。
ポ
タ
リ
ン
グ
（
自
転
車
散
歩
）、ツ
ー

キ
ニ
ス
ト
（
自
転
車
通
勤
者
）
な
ど
の
新
語
も

生
ま
れ
、
素
敵
な
バ
イ
シ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
を
紹
介

す
る
雑
誌
も
続
々
と
創
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
幹

Ｃ
Ｉ（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）
公
認
の
自
転

車
レ
ー
ス
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
」
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち
の
活

躍
を
見
よ
う
と
全
国
か
ら
６
万
人
以
上
も
の
フ
ァ

ン
が
集
う
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
初
の
地
域
密
着
型
プ
ロ
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
チ
ー
ム
「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」

の
活
動
拠
点
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
競
輪
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
て
も
、
宇
都
宮

が
自
転
車
と
縁
の
あ
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
間
違

宇
都
宮
市
が
め
ざ
す
新
し
い
都
市
像
と
は
？

の
後
自
転
車
に
価
値
を
見
出
し
た
首
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
相
当
な
時
間
と
お
金
を
掛
け

て
自
転
車
の
ま
ち
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

　
「
街
を
居
心
地
の
良
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
50
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
約

２
万
５
千
k
m
の
自
転
車
専
用
道
路
を
整
備
し

た
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
や
、
２
千
台
の
シ
テ
ィ
ー
バ
イ

ク
を
街
に
備
え
、
今
や
人
口
の
約
36
％
の
人
が

自
転
車
で
通
勤
や
通
学
を
す
る
コ
ペ
ンハ
ー
ゲ
ン
。

大
都
会
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
３
年
間
で
３
０
０
k
m

以
上
の
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
整
備
し
、
市
営
バ

ス
に
折
り
畳
み
自
転
車
対
応
を
義
務
付
け
る
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
都
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
モ
デ

ル
に
、
日
本
各
地
で
も
自
転
車
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
動
き
が
広
ま
って
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
な
ど
が
主
で
、
街
全
体
を
「
自
転

車
の
ま
ち
」
と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
宇
都

　原油価格の高騰や景気低迷を背景に、日常の移動手段として自転車を選択
する人が増えています。特にスタイリッシュで健康的、環境にやさしいという
イメージからスポーツバイクの注目度が高く、先月開催されたジャパンカップ
サイクルロードレースも大きな話題となりました。
　そんな中、宇都宮市は今、「自転車のまち推進計画」の策定を進めています。
今後、私たちの暮らしやまちに、自転車がどんな変化をもたらすのでしょうか。
自転車のまちの魅力や自転車ライフについて取材しました。

 

自
転
車
が
、

 

暮
ら
し
を
変
え
る

「
自
転
車
の

  
ま
ち
づ
く
り
」

線
道
路
沿
い
や
住
宅
地
で
も
、
レ
ー
サ
ー
仕
様
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
目
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
市
街
地
を
中
心
に
比
較
的
平
坦
な

土
地
に
恵
ま
れ
た
宇
都
宮
市
で
生
活
す
る
人
に

と
っ
て
、
自
転
車
は
と
て
も
身
近
な
乗
り
物
で

す
。
１
９
９
０
（
平
成
２
）年
に
開
催
さ
れ
た
ア

ジ
ア
初
の
世
界
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
に
市
内
は
大
い
に
沸
き
、
１
９
９
２（
平

成
4
）
年
か
ら
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｕ

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
の
宇
都
宮
市

を
「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

違
和
感
を
感
じ
る
と
い
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
交
通
手
段
分

担
率
（
通
勤
通
学
で
使
っ
て
い
る
人
の

割
合
・
平
成
12
年
国
勢
調
査
）
を
見
て

も
、
本
市
の
交
通
手
段
は
全
国
平
均
と

比
較
し
て
鉄
道
利
用
者
が
極
端
に
少
な

く
、
自
家
用
車
利
用
者
が
多
い
と
い
う

実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。
１
人
当
た
り

の
Ｃ
O
２
排
出
量
は
全
国
の
都
道
府
県

庁
所
在
地
の
中
で
４
番
目
に
多
い
と
い
う

調
査
結
果
も
公
表
さ
れ
て
お
り
、
宇
都

宮
市
は
「
車
の
ま
ち
」
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
れ
ば
、パ
リ
、ロ
ン
ド
ン
、ニュ
ー

ヨ
ー
ク
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
（
オ

ラ
ン
ダ
）
な
ど
、
欧
米
に
は
自
転
車
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
都
市
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

カ
バ
ン
を
斜
め
が
け
に
し
て
長
い
自
転
車
専
用

レ
ー
ン
を
疾
走
す
る
会
社
員
や
、
緑
の
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
で
自
転
車
を
停
め
て
く
つ
ろ
ぐ
親
子
連

れ
…
時
折
映
像
で
紹
介
さ
れ
る
〝
自
転
車
の

ま
ち
〟
の
風
景
は
、
豊
か
で
フ
ァッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
。

ま
さ
に
理
想
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
映
し
出

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
都
市
が
す
べ
て
、
最
初

か
ら
自
転
車
の
ま
ち
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
過
去
に
一
度
は
車
社
会
を
経
験
し
、
そ

宮
市
の
計
画
は
、
か
な
り
先
駆
的
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
と
も
言
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　

果
た
し
て
、宇
都
宮
が
欧
米
の
都
市
の
よ
う
に
、

名
実
と
も
に
「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

計
画
策
定
を
担
当

し
て
い
る
宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
交
通
政
策
課

を
訪
ね
て
、「
自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
」
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
2
0
0
3（
平
成
15
）
年
に

「
自
転
車
利
用
活
用
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
自
転
車
走
行
環
境
や
利
用
環
境
の
改

善
、他
の
交
通
手
段
と
し
て
の
連
携
の
強
化
な
ど
、

交
通
手
段
と
し
て
の
利
便
性
を
高
め
る
と
い
う

視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を
行
って
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
最
終
年
次
に
あ
た
る
今
年
度
、
新
た

な
自
転
車
活
用
の
計
画
（
期
間
は
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
度
か
ら
５
年
間
）
と
し
て
「
自
転
車
の

ま
ち
推
進
計
画
」の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
素
案
に
よ
る
と
、
目

標
は
「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
の
実
現
。
誰

も
が
安
全
に
便
利
に
楽
し
く
自
転
車
が
利
用
で

き
る
と
共
に
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
を

愛
す
る
ま
ち
を
目
指
す
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
柱
と
な
る
の
は
、

の
４
項
目
で
、
市
内
の
自
転
車
交
通
分
担
率
を

現
在
の
20
％
か
ら
25
％
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
10

年
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

新
計
画
に
基
づ
く
新
規
重
点
事
業
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
「
安
全
」
で
は
新
た

な
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
と
、
交
通
安
全
教

室
等
の
継
続
・
拡
充
。
こ
れ
ま
で
市
で
は
優
先

整
備
路
線
を
選
定
し
、自
転
車
専
用
通
行
帯
（
４

路
線
4.
1
k
m
整
備
済
）
や
、
自
転
車
歩
行

者
通
行
帯
（
6
路
線
3.
7
8
k
m
整
備
済
）、

注
意
換
気
表
示
（
３
路
線
８
箇
所
整
備
済
）
の

カ
ラ
ー
舗
装
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
新
計

画
で
は
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
延
長
目
標
を

25.
4
k
m
と
し
て
お
り
、
安
全
面
の
効
果
が
高

い
カ
ラ
ー
舗
装
整
備
に
よ
り
、
人
身
事
故
な
ど
が

減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
が

﹁
自
転
車
の
ま
ち
﹂に
？

手
間
も
お
金
も
か
か
る

﹁
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

﹁
安
全
﹂﹁
快
適
﹂﹁
楽
し
さ
﹂

﹁
健
康・エ
コ
﹂が
柱

宇都宮市 総合政策部
交通政策課 
交通計画グループ

田代 卓也さん
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安
全
の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
現
在
市
内
の
全

小
学
校
で
４
年
生
を
対
象
に
自
転
車
運
転
免
許

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
高
校
生
や
一

般
社
会
人
、
高
齢
者
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室

の
開
催
な
ど
も
検
討
し
、
市
民
の
安
全
意
識
を

高
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　
「
快
適
」
に
つい
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
で
目

を
引
く
の
は
、
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
自
転
車
の

駅
の
新
設
。市
内
36
カ
所
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
鉄
道
駅
周
辺
、
バ
ス
停
付
近
の
駐
輪
場

整
備
も
進
め
ま
す
。

　
「
楽
し
く
」
で
は
、
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導

入
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
自
転
車
マッ

プ
の
作
成
な
ど
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点

を
重
視
し
た
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
、
従
来
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
（
市
内
４
カ
所
で
貸
し
出
し
・
１
日

１
回
１
０
０
円
）
に
加
え
て
、
本
年
10
月
か
ら
モ

デ
ル
事
業
と
し
て「
お
も
て
な
し
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

（
ホ
テ
ル
宿
泊
者
の
み
利
用
可
・
無
料
）
が
市
中

心
部
周
辺
の
７
ホ
テ
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
「
健
康
と
エ
コ
」
の
新
規
事
業
と
し
て

は
、
自
転
車
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施
。
市
内

企
業
の
従
業
員
に
通
勤
な
ど
で
の
自
転
車
の
利

用
促
進
を
依
頼
し
、
健
康
面
な
ど
へ
の
自
転
車

利
用
の
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
「
ち
ょ
う
ど
今
が
、
車
か
ら
自
転
車
へ
の
転
換

期
だ
と
思
い
ま
す
。『
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
』

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
転
車
が
快
適
に
走

れ
る
空
間
を
作
り
、
公
共
交
通
と
の
連
携
を
図

る
な
ど
ま
ち
全
体
の
環
境
を
整
え
る
と
こ
ろ
か

ら
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
意
識
高
揚
、
観
光
・
ス

ポ
ー
ツ
事
業
と
の
連
携
、
さ
ら
に
自
転
車
の
楽

し
み
方
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
の
事
業
者
や
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
新
計
画
の
素
案
に
つい
て
説
明
し
て
く
れ
た

宇
都
宮
市
交
通
政
策
課
交
通
計
画
グ
ル
ー
プ
の

田
代
卓
也
さ
ん
。

　
「
宇
都
宮
市
に
は
、
プ
ロ

の
レ
ー
ス
チ
ー
ム
や
豊
か
な

緑
、
緩
や
か
な
大
地
と
い
っ

た
下
地
が
あ
り
ま
す
。
私

自
身
は
、
宇
都
宮
市
は
欧

米
の
よ
う
な
自
転
車
の
ま
ち

に
な
る
可
能
性
を
持
っ
た
ま

ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、

目
標
実
現
へ
の
意
欲
を
に
じ

ま
せ
ま
す
。

　

世
界
で
最
良
の
自
転
車
都
市
と
呼
ば
れ
る
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
首
長
に
「
な
ぜ
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
人

は
こ
ん
な
に
自
転
車
が
好
き
な
の
で
す
か
」
と
質

問
す
る
と
、
首
長
は
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
常

に
自
転
車
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
、
優
遇
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
が
自
転
車
利

用
を
続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
」。
そ
し
て
「
市
の

不
断
の
努
力
の
賜
物
で
す
」と
続
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
、
コ
ペ
ンハ
ー
ゲ
ン
市
は
町
中
に
グ
リ
ー
ン
ル
ー

ト
を
敷
き
、
ま
ち
の
中
に
緑
を
増
や
す
計
画
を
進

め
、
２
０
１
５（
平
成
27
）年
ま
で
に
世
界
一
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
都
市
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
計
画
推
進
を
、
市
民
の
「
車
よ
り
も

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
」
と
い
う
価

値
観
が
支
え
て
い
ま
す
。

　

市
が
不
断
の
努
力
を
重
ね
、
１
人
ず
つ
で
も
自

転
車
に
乗
る
人
が
増
え
れ
ば
、
自
転
車
で
愉
快
に

暮
ら
す
こ
と
を
望
む
人
が
増
え
れ
ば
、
や
が
て
宇

都
宮
市
が
自
転
車
の
ま
ち
と
し
て
世
界
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
出
す
こ
と
。
そ
し

て
宇
都
宮
の
ま
ち
の
変
化
を
身
体
全
体
で
感
じ
る

こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
車
か
ら

自
転
車
へ
の
転
換
期

転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
「
宮
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
10
月
２
日
（
土
）、 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
市
が
進
め

る
「
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
基
づ
く
自
転
車

利
用
者
の
利
便
性
向
上
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
運
営
さ

れ
、
自
転
車
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
新
た
な

自
転
車
利
用
の
掘
り
起
こ
し
、
自
転
車
を
活
用
し

た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
の
検
証
等
を
行
う

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
「
宮
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
ね
る
と
、
シ
ッ
ク
な
印
象
の

建
物
に
大
き
く
「
走
れ
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」
の
文

字
。
何
が
あ
る
の
？ 

と
中
を
覗
き
込
む
人
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
入
口
で
お
出
迎
え
を
す
る
の
は
、
今

夏
の
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
時
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、

宇
都
宮
ブ
リ
ッツェン
の
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ラ
イ
ト
く
ん
」。
も
ち
ろ
ん
、
施
設
内
に
も
ブ
リ
ッ

ツ
ェン
情
報
が
満
載
。
写
真
集
や
情
報
誌
な
ど
を
自

由
に
閲
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

目
を
引
く
の
は
、
壁
に
展
示
さ
れ
た
レ
ー
ス
仕

様
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
。
他
に
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

な
ど
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
簡

単
な
登
録
手
続
の
後
４
時
間
５
０
０
円
、
全
日

１
０
０
０
円
と
い
う
低
料
金
で
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る

市
民
や
、
県
内
外
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
う
れ
し
い
の
は
、
無
料
で

使
用
で
き
る
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
。

市
内
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
揃
っ
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
運
営
に
あ
た
る
の
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
」。

同
機
構
の
事
務
局
長
大
岡
幸
雄
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）に
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
２
０
１
０
。
今
年
は
い
つ
も
と
ち
ょっ

と
違
う
と
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

今
回

は
、
宇
都
宮
市
大
通
り
を
周
回
（
総
距
離

32
km
）す
る
初
の
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
た
の
を
機
に
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

青
年
部
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が
「
サ

イ
ク
ル
シ
テ
ィ
う
つ
の
み
や
２
０
１
０
」を
企
画
。

2
3
2
店
も
の
サ
ポ
ー
ト
店
の
協
力
を
得
て
、

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
の
１
カ
月
前
か
ら
実
施
し
た
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
店
情
報
掲
載

や
、
各
サ
ポ
ー
ト
店
利
用
客
の
み
が
投
票
で
き

る
「
優
勝
チ
ー
ム
当
て
ク
イ
ズ
」
は
大
好
評
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
は
、

レ
ー
ス
観
戦
に
訪
れ
た
多
く
の
人
に
し
っ
か
り

と
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

市民の力で「自転車のまち宇都宮」を
盛り上げよう！

宮
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

行
っ
て
み
よ
う
！

で
私
た
ち
は
、
宇
都
宮
中
心
部
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
中
心
部
活
性
化
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
自

転
車
利
用
の
推
進
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
宮
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョン
は
、
全
国
的
に
見
て
も
先
駆

的
な
公
共
施
設
。
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
の
モ
デ

ル
事
業
で
す
が
、
本
格
整
備
の
た
め
の
基
礎
づ
く

り
と
し
て
、
幅
広
い
事
業
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

オ
シ
ャ
レ
で
格
好
い
い
乗
り
物
自
転
車
が
浸
透
す

る
こ
と
で
、
宇
都
宮
の
イ
メ
ー
ジ
も
ア
ッ
プ
す
る
の

で
は
」
と
、
こ
の
事
業
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
本
格
的
な
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
、
ス
モ
ー
ル
バ
イ
ク
な
ど

15
台
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
度
乗
っ
て
み
る
と
、

楽
し
さ
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
大
岡

事
務
局
長
。
自
転
車
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

自
転
車
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
も
同
施
設
の
役
割

の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
探
り

な
が
ら
、
自
転
車
の
一
時
預
か
り
や
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
走
行
講
習
会
、
自
転
車
を
使
っ
た
フ
ィッ
ト
ネ
ス

講
座
、
街
中
ラ
イ
ド
、
平
日
の
夜
に
宇
都
宮
ブ
リ
ッ

ツェン
の
選
手
と
の
交
流
を
行
う
ブ
リ
ッツェン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
予
定
。

今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

特定非営利活動法人
宇都宮まちづくり推進機構

            事務局長

大岡 幸雄さん

M
IYA

C
Y

C
LE

 
S

TATIO
N

「自転車のまち 
宇都宮」のロゴ
マーク

ホテルに設置した
「 おもてなし㆑
ンタサイクル」

10月2日 に
オープンした
宮 サ イクル
ステーション

イベント案内
や観光ＰＲを
する青 年 部
メンバー



 自転車が、暮らしを変える
「自転車のまちづくり」

自転車のまち 宇都宮特集
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自
転
車
専
門
店
ネ
オ
・
サ
イ
ク
リ
ス
タ
館
に
は
、

常
時
５
０
０
種
類
も
の
自
転
車
に
加
え
て
、
ウ
エ

ア
や
小
物
、
パ
ー
ツ
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い

ま
す
。
自
転
車
に
は
ラ
イ
ト
や
カ
ゴ
、
泥
よ
け
な

ど
が
付
い
て
な
い
も
の
も
多
く
、
ビ
ギ
ナ
ー
に
は
何

を
ど
う
選
べ
ば
良
い
の
か
迷
う
ば
か
り
。
さ
っ
そ

く
同
店
の
バ
イ
ヤ
ー
湊
一隆
さ
ん
に
、
自
転
車
の
選

び
方
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
一
時
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が
流
行
り
ま
し
た

が
、
今
は
タ
イ
ヤ
が
細
く
街
中
で
も
乗
り
や
す
い

分
析
。「
皆
さ
ん
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
を
得
て
来
店
な
さ
る
の
で
、
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
も
勉
強
す
る
の
が
大
変
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

自
転
車
の
乗
り
心
地
や
扱
い
や
す
さ
、
重
量
な
ど

は
、
実
際
に
触
れ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
同
店
で
は
、
電
動
自
転
車
の
試
乗
会
を
開

催
し
た
り
、
試
乗
車
を
常
備
す
る
な
ど
、「
触
れ

る
」
こ
と
を
重
視
し
、
接
客
も
時
間
を
か
け
て
て

い
ね
い
に
行
って
い
ま
す
。

　
「
栃
木
県
は
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
普
及
率
が
高
い
県
で
す
が
、
そ
れ

で
も
自
転
車
が
関
わ
る
交
通
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
安
全
運
転
や
マ

ナ
ー
の
啓
蒙
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

お
客
さ
ま
に
自
転
車
の
整
備
・
点
検

の
必
要
性
を
伝
え
る
の
も
私
た
ち
の

仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
身
近
な

乗
り
物
だ
け
に
、
安
全
に
乗
る
た
め
に
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。
少
し
で
も
変
だ
な
と
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
専
門
店
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
」
と
湊
さ
ん
。「
点
検
や
整
備
は
面
倒

で
す
が
、
ち
ょっ
と
し
た
困
難
と
楽
し
み
な
が
ら

付
き
合
う
の
が
、
快
適
な
自
転
車
ラ
イ
フ
の
コ
ツ

で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
店
の
入
口
に
は
、
無
料
で
使
え
る
自
転
車
タ

イ
ヤ
の
空
気
入
れ
が
置
い
て
あ
り
、
こ
の
日
も
近

隣
の
人
た
ち
が
次
々
と
来
店
し
、
自
由
に
空
気
を

入
れ
て
い
く
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
気

軽
に
声
を
か
け
て
相
談
し
た
り
、
ち
ょっ
と
マニ
ア
ッ

ク
な
自
転
車
談
義
に
興
じ
た
り
。
馴
染
み
の
専

門
店
を
持
つ
こ
と
も
、
自
転
車
ラ
イ
フ
を
充
実
さ

せ
る
ひ
と
つ
の
コ
ツ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

専
門
店
に
聞
く

自
転
車
ラ
イ
フ
の
愉
し
み

　自転車は、道路交通法に定められているルー
ルを守らなければなりません。例えば道路に書
いてある「止まれ」の標識。これも自転車は守
らなければなりません。
　走行する場所は、歩道と車道の区別のある道
路では車道の左側端。ただし、13 歳未満の子
ども、70 歳以上の方または身体の不自由な方
が自転車を運転するとき、自転車の通行の安全
を確保するため、歩道通行することがやむを得
ないと認められるときは、歩道を通行すること
が可能です。通行時は、歩行者優先で車道より
を徐行するのが基本です。
　また、一般の路側帯と駐停車禁止路側帯を
通行することができますが、歩行者に迷惑にな
らないような速度と方法で通行しなければなり
ません。

　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間の
ライト点灯、信号遵守と一時停止などは当然
の安全ルール。運転中に携帯電話を操作し
たり、ヘッドホンの着用、傘差し運転なども、
罰則はありませんが安全運転義務違反となる
ので注意が必要です。意外と忘れられがちな
のは、子どもを補助椅子等に同乗させる時の
ヘルメット着用。子どもを乗せたままスタンド
で自転車を立てておき、自転車が倒れた際に
子どもが怪我をするというケースがよくありま
す。命を守るためにヘルメットは積極的に着
用させましょう。

　自転車側が加害者となった交通事故で、
高額な賠償金を課されるケースが増えてい
ます。例えば、夜間に無灯火で携帯電話を
操作しながら自転車を運転し、歩行者に追
突し、歩行困難などの障害を負わせてしまっ
たケースでは、自転車の運転者に約５千万
円の損害賠償金を支払うよう命じる判決が
出ました。自転車に乗る場合のリスクとし
ては、「自分が怪我をする」「人を怪我させ
る」「人の物を壊す」などが挙げられますが、

「自分が怪我をする」リスクは、傷害保険、
他の２つのリスクは個人賠償責任保険で備
えることが可能です。この両方に備えるシ
ステムとして、自転車安全整備店で整備し
た自転車に対して、有効期間内に発生した
事故を補償する「ＴＳマーク」がありますが、
第２種（赤マーク）の死亡重度障害補償は
一律１００万円、賠償責任限度額が２千万
円。高額の損害賠償に備えるのなら、他の
保険加入の検討が必要です。 　

そ
ろ
そ
ろ
マ
マ
チ
ャ
リ
を
卒
業
し
て
健
康
の
た
め
に
自
転
車
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
…
、

自
転
車
に
乗
る
の
は
高
校
生
の
と
き
以
来
○
年
ぶ
り
…
と
い
う
〝
大
人
の
自
転
車
〟
ビ
ギ

ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
宇
都
宮
市
元
今
泉
の
ネ
オ
・
サ
イ
ク
リ
ス
タ
館
を
訪
ね
て
自

転
車
ラ
イ
フ
の
愉
し
み
方
の
コ
ツ
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

失敗しない自転車選び

以外と知らない!?
自転車のルールとマナー

　自転車乗用中に歩行者とぶつかり、怪我をさせてしまったり、命にかかわる
重大な交通事故が多発しています。自転車は車両の仲間。被害者やその家族に
対する責任を負わなければなりません。自転車の交通ルールやマナーを知って、
安全に自転車を利用しましょう。

ク
ロ
ス
バ
イ
ク
を
選
ぶ
方
が
増
え
て
い
ま
す
。他
に
、

折
り
畳
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
自
転
車
と
、
オ
シ
ャ
レ

な
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
も
根
強
い
人
気
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
、
２

～
３
台
を
乗
り
換
え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

よ
」。
予
算
は
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
で
５
万
円
台
と
い

う
の
が
一
般
的
と
か
。
ま
た
、
最
近
の
傾
向
に
つい

て
は
「
乗
り
物
と
し
て
の
機
能
の
み
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
自
転
車
が
持
つ
趣
味
性
や
雰
囲
気
に

興
味
を
持
つ
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
」
と

Bicycle Life

Let's
TRY! 

Bicycle Life

Let's
TRY! 

Bicycle Life

　自転車ショップには、さまざまな形・機能の自転車が並んでいます。
それぞれの特長を理解して、目的にあったタイプの自転車を選びましょう。

　舗装路を速く走るレース向きの
自転車。握る位置を変えられるド
ロップハンドルは、長距離を楽に
走ることができます。幅の細いタ
イヤは悪路には向きません。Road bike

Mountain bike

Cross bike
Small bike

Motor assist bike

ロードバイク

マウンテンバイク
電動アシスト自転車

クロスバイク

スモールバイク

〈取材協力〉
ネオ・サイクリスタ館
宇都宮市元今泉５-11-16
TEL.６13-1555

㈱カンセキ
商品部商品課

ピット・サイクル部門
バイヤー

 湊  一隆さん

最近は、通勤用に電動
アシスト自転車を購入
する若い人も多い。購
入時には、利用方法等
の講習が受けられる。

　タイヤが太く、山道やデコボコ
道を走るのに適しています。街乗
りでも段差は気になりませんが、
重量がかさんで軽快な走りができ
ないのが難点。

　ロードバイクとマウンテンバイク
の特長をバランス良くミックスした
自転車で、通勤や街乗りからス
ポーツ走行までオールマイティに
使えます。女性にも人気。

　08年 12月施行の新基準に
より、安全性・快適性が高まっ
た充電式の電動アシスト自転車。
女性や中高年向きのイメージを払
拭する、オシャレなモデルが登場。

　小径車、ミニベロなどと呼ばれ
ることもあるタイヤのサイズが 20
インチ以下の自転車。エレベー
ターにも乗せられるコンパクトなサ
イズと軽さで人気上昇中。

Bicycle Life

自 転車は車両の一種 安 全ルールを守ろう

事 故への備えは保険加入

特集
自転車のまち
宇都宮
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う
つ
の
み
や
女
性
起
業
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク「
Ｕ
・
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ

（
ユ
ー
ス
タ
ネ
ッ
ト
）」は
、
起
業
し

て
間
も
な
い
女
性
経
営
者
や
、
近

い
将
来
に
起
業
を
目
指
す
女
性
が

集
ま
り
、
原
則
毎
月
１
回
定
例
で
、

勉
強
会
や
交
流
会
等
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
15
日（
水
）の
定
例
会
で
は
、

話
し
方
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
Ｍ
Ｃ
を

さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
山
口
ゆ

り
え
氏（
事
業
所
名
：
ハ
ッ
ピ
ー
ボ

イ
ス
）か
ら「
自
分
の
声
を
好
き
に

な
る
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ど
う
し
た
ら
考
え
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
か
、
人
前

で
緊
張
せ
ず
に
話
せ
る
か
は
起
業

し
た
て
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
対

外
的
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
上
で
も
肝
要
で
す
。　

　

講
話
の
前
半
で
は「
美
し
く
わ
か

り
や
す
い
発
声
」「
美
し
い
日
本
語

の
ポ
イ
ン
ト（
語
尾
）」の
セ
オ
リ
ー

に
つ
い
て
、
後
半
は
具
体
的
に
一

人
ひ
と
り
の
話
し
方
と
そ
の
特
徴

を
通
し
て
、
声
に
自
信
を
持
っ
て

話
せ
る
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
ど
の
よ
う
に

声
を
使
い
分
け
る
か
。
そ
れ
が
相

手
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て

い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

客
観
的
に
見
て
、
訓
練
を
重
ね
て

よ
り
良
く
す
る
と
い
う
山
口
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
言
葉
が

相
互
の
信
頼
を
築
く
大
き
な
要
素

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
非
常
に
印
象

深
く
響
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
Ｕ
・
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
メ

ン
バ
ー
の
可
能
性
と
発
展
性
を
感

じ
る
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま

し
た
。

      

（
運
営
グ
ル
ー
プ　

岡
本
香
織
）

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ユ
ー
ス
タ
ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

山
口
ゆ
り
え
氏
が
講
話

う
つ
の
み
や
女
性
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｕ
・
Ｓ
ｔａｎｅ
ｔ（
ユ
ー
ス
タ
ネ
ッ
ト
）」

毎月開催される勉強会

前回の新年賀詞交歓会風景

「
産
業
視
察
」を
実
施

女
性
部
だ
よ
り

　

経
営
者
の
資
質
向
上
と
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の「
産
業

視
察
」を
10
月
４
日（
月
）に
実
施

し
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は「
福
島
第 

一
原

子
力
発
電
所
」で
、
東
京
電
力
が

初
め
て
建
設
・
運
転
し
た
原
子
力

発
電
所
で
す
。
視
察
先
に
向
か
う

途
中
、
バ
ス
の
窓
か
ら
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
道
に
咲
く
真
っ
赤
な
曼
珠
沙

華
の
群
落
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

発
電
所
は
、
濃
い
緑
の
林
に
囲

ま
れ
た
海
沿
い
の
広
大
な
敷
地
の

中
に
あ
り
、
敷
地
面
積
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
約
４
倍
。
桜
や
つ

つ
じ
が
数
千
本
植
え
ら
れ
お
り
、

開
花
時
期
は
素
晴
ら
し
い
景
観
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

原
子
炉
の
１
号
機
は
昭
和
46
年

３
月
に
営
業
運
転
を
開
始
、
現
在

で
は
６
基
が
稼
働
し
、
４
７
０
万

ｋ
ｗ
の
電
気
を
出
力
、
世
界
有
数

の
発
電
所
と
な
り
、
主
に
関
東
地

方
に
送
電
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

原
子
炉
の
立
地
条
件
は
、
①
広

大
な
土
地 

②
海
の
そ
ば（
水
を
必

要
と
す
る
） 

③
地
下
に
丈
夫
な
岩

盤
が
あ
る
こ
と（
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
こ
と
）、
だ
そ
う
で
す
。

　

施
設
内
で
は
、
実
物
大
の
原
子

炉
を
使
っ
て
の
発
電
の
仕
組
み
の

説
明
や
運
転
操
作
の
訓
練
を
行

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

敷
地
内
に
は
３
０
０
社
の
企
業

が
あ
り
、
東
京
電
力
の
社
員
と
合

わ
せ
約
６
千
人
が
働
い
て
い
る
こ

と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

現
在
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
水
力
・
風
力
）が
１
割
、

原
子
力
エ
レ
ル
ギ
ー
が
３
割
、
液

化
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
火
力
）が
６
割
と

の
こ
と
で
す
が
、
東
京
電
力
で
は

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
心
掛
け
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
聞
い
て
い

る
と
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
不

安
が
少
し
消
え
ま
し
た
。
ま
た
、

今
日
は
原
子
力
発
電
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
終
え
て
、
あ
ら

た
め
て
各
個
人
が
、
日
ご
ろ
の
生

活
の
中
で
省
エ
ネ
を
真
剣
に
考
え

な
く
て
は
地
球
を
守
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
　

 （
事
業
委
員
会　

江
連
京
子
）

アトム探偵ネルくん
（原子力発電所

マスコットキャラクター）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会
に
参
加

青
年
部
だ
よ
り

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会
が

10
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）の
２
日

間
開
催
さ
れ
、
金
柿
会
長
を
は
じ

め
総
勢
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

大
会
最
初
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
総
会
に
お
い
て
、
異
例
で
は
あ

り
ま
し
た
が
平
成
25
年
度
青
年
部

全
国
大
会
の
主
管
立
候
補
意
思
表

示
届
出
書
を
金
柿
会
長
か
ら
土
橋

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
に
直
接
お
渡
し

し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
会
長
会
議
に

お
い
て
土
橋
会
長
か
ら
西
居
日
本
商

工
会
議
所
青
年
部
会
長
に
お
渡
し
頂

き
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
単
会
会

長
の
皆
さ
ん
か
ら
も
拍
手
を
頂
き
、

居
合
わ
せ
た
メ
ン
バ
ー
全
員
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
懇
親
会
に
お
い
て
も
金
柿
会
長
、

伴
運
営
専
務
が
本
年
度
の
全
国
大

会
仙
台
大
会
の
Ｐ
Ｒ
時
に
登
壇
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
宇
都
宮
で
の
全
国

大
会
を
ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
分
科
会
で
は
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ム
推
進
委
員
会
が
担

当
す
る
第
三
分
科
会「
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
」に
阿
久
津
委
員
長
、
高
地
副

委
員
長
が
参
加
し
、
自
社
Ｐ
Ｒ
と

課
題
を
発
表
し
て
、
各
地
の
青
年

部
メ
ン
バ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と
が
出
来

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
青
年
部
の
各
種
大

会
で
は
、
通
常
の
活
動
と
は
違
う

交
流
の
場
や
貴
重
な
体
験
が
得
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
青
年
部
の

発
展
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
大
会

を
活
か
し
て
、
全
国
大
会
主
管
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

    （
総
務
広
報
委
員
会 

                      

委
員
長　

菊
地
靖
史
）

土橋関東ブロック会長に
主管立候補意思表示届出書を提出する金柿会長（右）

パ
ー
ト
ナ
ー
発
行

　

来
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
帳﹁
パ
ー
ト

ナ
ー
2
0
1
1
﹂は
、
会
報
誌﹁
天

地
人
﹂12
月
10
日
号
に
同
封
し
て
お

届
け
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

2
0
1
1
年
版
パ
ー
ト
ナ
ー
が
発
行
に
な
り
ま
す
！

恒
例
の「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」で

仕
事
始
め
を
！

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】  

平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

午
前
11
時
か
ら

【
場
所
】  

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
上
大
曽
町
４
９
２−

１
）

【
費
用
】  

２
千
円

【
申
込
】 

12
月
6
日（
月
）ま
で
に
会

費
を
添
え
て
担
当
部
署
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申込・問合せ

総
務
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
6
3
2-

2
4
4
2
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次
期
設
置
委
員
会
検
討
会
議

宮
の
市
、
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
０
御
礼

会
頭︵
当
時
︶に
活
動
報
告
書
を
提
出

ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

会
員
交
流
委
員
会（
里
村
委
員

長
）は
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
会

員
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
を
し
調

査
・
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
活
動
報
告
書
を
10
月
25
日

（
月
）に
里
村
委
員
長
か
ら
、
𥱋
会

頭（
当
時
）に
提
出
し
ま
し
た
。

【
報
告
書（
提
言
）の
概
要
】

①
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
会

員
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
対
す
る
実
態

を
把
握
し
、
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
を
会
員
に
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
全
会
員
に
会
員
サ
ー
ビ

　

次
期
設
置
委
員
会
検
討
会
議

（
八
城
委
員
長
）は
、
11
月
１

日
か
ら
新
し
い
議
員
の
任
期

が
始
ま
る
に
当
た
り
、
委
員

会
活
動
に
つ
い
て
の
現
状
分

析
、
設
置
を
要
す
る
委
員
会

の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
、
協

議
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
活
動
報
告
書
を
９

月
13
日（
月
）に
八
城
委
員
長

と
藤
原
副
委
員
長
か
ら
、
𥱋

会
頭（
当
時
）に
提
出
し
ま
し

た
。

　

宮
の
市（
商
業
祭
）
と
ミ
ヤ
・

ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
０
が
、
11
月

６
日（
土
）・
７
日（
日
）の
２
日
間

開
催
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

さ
ま
、
準
備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆

さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

る
イ
ベ
ン
ト
を
め
ざ
し
取
り
組
み

ス
事
業
、
事
業
活
動
及

び
運
営
等
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト（
天
地
人
・

平
成
20
年
10
月
10
日
発

行
に
折
り
込
み
）を
実
施

し
た
結
果
、
今
後
商
工

会
議
所
が
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
し
て
、「
会

員
事
業
所
で
の
買
物
優
待

（
割
引
）制
度
」を
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

次
期
検
討
課
題
と
し
て

再
度
検
討
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

②
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
会
員

交
流
の
場
の
提
供
を
目
的
に
実
施

し
た「
会
員
交
流
日
帰
り
ツ
ア
ー
」

に
つ
い
て
、
多
く
の
会
員
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
大
変
好
評
を
得
た

こ
と
か
ら
、
今
後
も
商
工
会
議
所

が
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

継
続
事
業
と
し
て
計
画
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

会
頭︵
当
時
︶に
活
動
報
告
書
を
提
出

𥱋会頭（当時）に報告書を提出する里村委員長

𥱋会頭（当時）に報告書を提出する八城委員長と藤原副委員長

　

（社）
中
小
企
業
診
断
協
会
栃
木
県

支
部
と
の
共
催
で「
無
料
経
営
相

談
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
所

経
営
指
導
員
に
よ
る
年
末
資
金
等

の
融
資
相
談
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

【
日
時
】  

12
月
２
日（
木
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】  

当
所
２
階
大
会
議
室

【
相
談
員
】  

中
小
企
業
診
断
士
、

当
所
経
営
指
導
員

【
相
談
内
容
】  

経
営
改
善
、
経
営

革
新
、
事
業
承
継
、
創
業
、
新
分

野
進
出
等
の
経
営
相
談
お
よ
び
年

末
資
金
等
の
融
資
相
談

【
申
込
】  

予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

無
料
経
営
相
談
会

「
無
料
経
営
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

中
小
企
業
診
断
協
会
栃
木
県
支
部

☎
6
6
2-

9
4
4
3

問合せ・予約

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

宮
の
市（
商
業
祭
）実
行
委
員
会

ミ
ヤ
・ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宇
都
宮
雷
都
物
語

「
雷
都
物
語
」ブ
ラ
ン
ド
創
設
を
小
説
化
！

　

宇
都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協

議
会
で
は
、
平
成
２
年
の
名
産
品

開
発
へ
の
取
り
組
み
開
始
か
ら
平
成

５
年
に
雷
都
物
語
が
誕
生
し
、
現

在
に
至
る
ま
で
を
小
説
化
、「
宮
の

商あ
き
ん
ど人
伝  

雷ら
い
さ
ま様
の
た
ま
ご
」（
税
込

７
０
０
円
）と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
説
は
、
宇
都
宮
の
新
名

産
品
と
し
て「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」

ブ
ラ
ン
ド
創
設
に
か
け
る
熱
意
あ

ふ
れ
る
人
た
ち
を
、
江
戸
時
代
の

商
人
に
置
き
換
え
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
、
名
産
品
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
し
て
い
く
過
程
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
開
始

か
ら
今
年
で
20
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
・
出
版
し
ま

し
た
。

　

小
説
は
こ
れ
ま
で
の「
歩
み
」を

含
め
３
3
５
ペ
ー
ジ
で
、
5
0
0

部
作
成
し
ま
し
た
。
当
所
の
ほ
か
、

参
加
メ
ー
カ
ー
の
一
部
店
舗
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。 

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

「
ｅ-

天
地
人
」
読
者
募
集
中
！

　

会
員
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
ｅ-

天
地
人
）を
、
月
2
回（
5
日
・

20
日
）配
信
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関
す
る

最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
商
工
会

議
所
事
業
の
ご
案
内
な
ど
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
登
録
で
き
る
の
は
当
所
会
員
の
方
で
す
。

登
録
は
1
会
員
様
1
ア
ド
レ
ス
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
ア
ド
レ

ス
は
不
可
）

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮の商人伝 雷様のたまご（税込700円）
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「
金
融
相
談（
一
日
公
庫
）」は
、
㈱

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事

業
）と
の
協
力
に
よ
り
開
催
す
る
相

談
会
で
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
資

金
調
達
を
支
援
し
ま
す
。

　

当
日
に
必
要
書
類（
決
算
書
・
確

定
申
告
書
な
ど
）を
ご
持
参
い
た
だ

け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
即
日
融
資

決
定
の
判
断
を
し
ま
す
の
で
、
事

業
資
金
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
事
前
に
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
）

【
日
時
】

11
月
22
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

【
会
場
】  

当
所
会
議
室

【
相
談
員
】

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
都
宮
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）融
資
担
当
者

【
内
容
】  

事
業
資
金
や
創
業
資
金
等
に
関
す

る
融
資
相
談

【
締
切
】  

11
月
17
日（
水
）

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 12月14日　午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第2・3・4金曜日）
日　時	 11月12日・19日・26日、12月3日・10日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ　経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 11月16日  午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	
問合せ　地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。 会場  法律・発明相談・産学交流カフェは
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

専 門 相 談

金
融
相
談
（
一
日
公
庫
）

国
の
資
金
で

企
業
経
営
を
力
強
く

支
援
し
ま
す
!

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

栃
木
県
地
域

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
内
）

☎
6
0
1-

8
0
3
9

問合せ

「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」（
有
期
実
習
型
訓
練
）を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
人
材
育
成
」「
人
材
確
保
」
支
援

　

当
所
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

事
業「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
」普
及

促
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
人
材

育
成
」「
人
材
確
保
」に
有
用
な
制
度

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

書
類
作
成
や
諸
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
当
所
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
お
手

伝
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
制
度
の
概
要　

有
期
雇
用
契
約

（
３
〜
６
カ
月
）の
も
と
で
、
求
人

企
業
が
実
習（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）と
座
学（
ｏ

ｆ
ｆ
ー

Ｊ
Ｔ
）を
組
み
合
わ
せ
た
職

業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
修

了
後
に
正
社
員
と
し
て
継
続
雇
用

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
国
か
ら
の
助
成

金
や
奨
励
金
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
制
度
の
メ
リ
ッ
ト　

①
自
社
の
人

材
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
人
材
の
育

成
・
確
保
が
可
能
で
す
②
制
度
の
利

用
を
通
じ
、
自
社
の
人
材
育
成
・
研

修
体
制
の
構
築
が
可
能
で
す
③
自
社

の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
正

社
員
に
す
る
際
に
も
利
用
で
き
ま
す

④
国
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
訓
練

に
か
か
る
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

○
そ
の
他　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

毎
回
大
好
評
の「
会
員
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

経
営
に
元
気
を
も
ら
い
た
い
方
、

異
業
種
交
流
を
図
り
た
い
方
、
新

規
会
員
を
は
じ
め
、
既
存
会
員
の

皆
さ
ま
も
大
歓
迎
で
す
！　

当
日

は
、
講
師
に
よ
る
講
演
や
参
加
者

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
交
流
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】  

11
月
29
日（
月
）

午
後
６
時
〜
９
時

【
会
場
】  

当
所
会
議
室

【
内
容
】　

①
講
話

〈
テ
ー
マ
〉「
不
況
下
に
独
立
、
そ

れ
で
も
販
路
を
拡
大
し
つ

づ
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
秘
訣

と
は
？
」

〈
講
師
〉  

㈱
フ
ァ
ー
ム
・
ア

ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
・
カ
ン
パ

ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長　

藤
井
大
介
氏

②
参
加
者
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
参
加
者
同
士
の
自
己
紹
介

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
討
議
な

ど
）

③
交
流
会

（
軽
食
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
を

ご
用
意
し
ま
す
の
で
、
参
加

者
同
士
の
名
刺
交
換
な
ど
お

気
軽
に
ご
歓
談
く
だ
さ
い
）

【
定
員
】  

40
人（
先
着
）

【
参
加
費
】  

無
料

【
申
込
】  

11
月
19
日（
金
）ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
資
料

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

会
員
交
流
会

平
成
22
年
度 

会
員
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
！

前回の交流会風景

（株）ファーム・アンド・ファーム・
カンパニー

代表取締役社長 
藤井大介氏

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ



商工会議所共済制度

1415 November  2010

　マル経融資は、宇都宮市内で1年以上事業を営み、
商工会議所の経営指導を6カ月以上受け、事業の改
善に取り組む資金として、次の条件を満たしている方
がご利用いただけます。

【従業員数】小売・卸売・サービス業は5人以下、製造
業・その他の業種は20人以下

【税金完納】
所得税・法人税・事業税・住民税等を完納している方

【融資限度額】1500万円
【返済期間】
運転資金7年以内（うち据置期間1年以内）、設備資金
10年以内（うち据置2年以内）

【金利】
1.75％（平成22年11月1日現在）
※金利は、金融情勢により変動します。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

　この保証制度は、当所の推薦により、スムーズに
事業資金を借入することができます。

【ご利用できる方】
栃木県内で同一事業を１年以上営み、一定の推薦要
件を充たしている会員事業所

【借入限度額】500万円、または平均月商の3倍ま
でのいずれか少ない額
※設備資金は500万円の範囲内でご利用することが
　できます。

【保証期間】10年以内　　　【返済方法】分割返済
【借入利率】金融機関所定利率
【信用保証料】年0.45％～ 1.90％
【連帯保証人】原則として保証人は不要（法人代表者
を除く）
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

商工いきいき特別保証宇都宮商工会議所ビジネスローン

中小企業再生支援協議会 マル経融資

　中小企業再生支援協議会は、中小企業の再生に向けた取り
組みを支援するため都道府県ごとに設置されている公正中立
な公的機関です。
　事業の将来性はあるが、財務上の問題を抱えている中小企
業を対象に、きめ細かい経営相談・再生支援を行います。

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	
計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市内金融機関、 県信用保証協会と連携
　会員企業限定の特別融資制度です。
　当所会員で、会費を完納しており、各種税金の滞納が無い方
であれば、お申し込みができます。金利や手数料などが優遇さ
れますので、ぜひご利用ください。
　申し込み方法など、詳細は提携金融機関または、当所にお問
い合わせください。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

市内の10金融機関と提携

経営の先行きに不安を感じたらご相談ください！ 無担保 ・ 無保証人の、国の融資制度

経営支援部　☎637- 3131問合せ

経営支援部　☎637- 3131問合せ

経営支援部　☎637- 3131問合せ

栃木県中小企業再生支援協議会
（栃木県産業会館7Ｆ）

経営支援部　☎637- 3131
☎610- 4110問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行 ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫 ☎624-2251 会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫 ☎636-6611 金利0.25％優遇 
○群馬銀行 ☎634-7181 
　金利0.2％優遇 審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金 ☎633-8191 金利0.1％優遇　
○筑波銀行 ☎633-1361 会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行 ☎633-1241 金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫 ☎633-2111 金利0.25％優遇 
○東日本銀行 ☎634-9131
   手数料無料、金利0.25％優遇（商品により異なります）
○三菱東京UFJ銀行 ☎0120-250-587 手数料無料金利0.25％優遇

日
本
商
工
会
議
所「
個
人
情
報
漏
え
い
賠
償
責
任
保
険
制
度
」

平
成
23
年
３
月
加
入
始
期
分
、
新
規
募
集
中
！

個
人
情
報
漏
え
い
賠
償
責
任
保
険
制
度

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

11
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替
日
は

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

11
月
22
日（
月
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

本
保
険
制
度
は
、万
が
一
、個
人

情
報
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
発
生

す
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
金
や
訴

訟
費
用
、事
故
解
決
の
た
め
に
支
出

し
た
費
用（
法
律
相
談
費
用
、コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
、事
故
対
応
費

用
、広
告
宣
伝
活
動
費
用
、見
舞
金
・

見
舞
品
費
用
）に
対
し
て
保
険
金
を

支
払
う
も
の
で
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
イ
ル
ス
や
不
正
ア
ク
セ
ス
、電
子

メ
ー
ル
の
発
信
に
よ
る
他
社
へ
の

業
務
損
害（
電
子
情
報
の
損
壊
な

ど
）や
、名
誉
き
損
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、信
用
き
損
等
の
第
三
者
へ
の

人
格
権
侵
害
を
補
償
対
象
に
追
加

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
本
制
度
の
特
徴

①
団
体
割
引（
20
％
）適
用
に
よ
る

割
安
な
保
険
料

　

商
工
会
議
所
の
全
国
制
度
な
ら

で
は
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ

り
、個
別
契
約
に
比
べ
て
保
険
料
が

割
安
で
す
。

②
情
報
管
理
体
制
・
認
証
取
得
状
況

に
よ
り
保
険
料
が
最
大
60
％
割
引

③
個
人
情
報
漏
え
い
の
時
期
を
問

わ
ず
補
償

　

た
だ
し
、初
年
度
契
約
の
保
険
期

間
の
開
始
日
よ
り
前
に
、既
に
情
報

◆
今
す
ぐ
加
入
を

　

個
人
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
や
個

人
情
報
保
護
対
策
な
ど
を
個
別
に

診
断
し
、「
個
人
情
報
管
理
リ
ス
ク

評
価
報
告
書
」を
提
供
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
応
と

し
て
、各
企
業
が
個
人
情
報
の
管
理

体
制
を
強
化
し
て
い
る
も
の
の
、現

在
で
も
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
デ
ー

タ
の
紛
失
が
多
発
す
る
な
ど
、個
人

情
報
漏
え
い
事
故
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、ひ
と
た
び
漏
え
い
事
故
が

漏
え
い
の
発
生
を
知
っ
て
い
る
場

合
や
知
っ
て
い
る
と
合
理
的
に
推

定
で
き
る
場
合
に
は
補
償
の
対
象

外
で
す
。

④
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
を
幅
広
く

カ
バ
ー

　

使
用
人
等
の
故
意
の
漏
え
い
は

も
ち
ろ
ん
、紙
デ
ー
タ
・
死
者
情
報
・

従
業
員
情
報（
た
だ
し
、見
舞
金
・
見

舞
品
費
用
は
対
象
外
）・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
等
の
漏
え
い
も
補

償
の
対
象
で
す
。

⑤
充
実
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス

● 

個
人
情
報
漏
え
い
時
の
対
応
ガ

イ
ド

「
万
が
一
、個
人
情
報
を
漏
え
い
し

て
し
ま
っ
た
場
合
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？
」な
ど
の
疑
問
を
解
消
！

● 「
リ
ス
ク
診
断
サ
ー
ビ
ス
」（
無
料
）

⑥
申
込
・
補
償
期
間

● 

新
規
加
入
・
更
改

平
成
22
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
12
月
31
日
ま
で

● 

補
償
期
間

平
成
23
年
３
月
１
日
午
後
４
時
か

ら
平
成
24
年
３
月
１
日
午
後
４
時

ま
で

● 

中
途
加
入
の
補
償
期
間

申
込
月
の
３
カ
月
後
の
月
の
１
日

午
後
４
時
か
ら
、平
成
24
年
３
月
１

日
午
後
４
時
ま
で

起
こ
れ
ば
、企
業
の
社
会
的
信
用
を

失
墜
さ
せ
る
ば
か
り
か
、多
額
の
損

害
賠
償
金
や
謝
罪
費
用
の
支
払
い

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
対
策
の

一
環
と
し
て
、ぜ
ひ
と
も
本
保
険
制

度
へ
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
細
は
商
工
会
議
所
で
配
布
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

の
ほ
か
、日
本
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 http://w
w

w
.jcci.or.jp/sangyo/

 rouei-hoken/

問合せ  
総務部  ☎637-3131

○あいおいニッセイ同和損害保険
☎635-6601

○朝日火災海上保険　
☎624-8581

○損害保険ジャパン　
☎627-8061

○東京海上日動火災保険
☎600-7141

○日本興亜損害保険　
☎635-8171

○富士火災海上保険　
☎633-5230

○三井住友海上火災保険
☎634-0111

引受保険会社



会員情報局

◎	栃木県立博物館 ☎634-1311�
	 企画展「改革と学問に生きた殿様－黒羽藩主大関増業－」
     11月23日（火）まで
　　江戸後期に学問、武芸の振興に力を注いだ黒羽藩主大関増業にスポットをあて、
　　その事跡に迫ります。11月3日（水）には記念講演を開催。
　　一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎	宇都宮美術館 ☎643-0100
　  企画展「創作版画の系譜　日本近代版画の青春」
　　11月21日（日）～2011年1月10日（月・祝）
　   国内でも有数の創作版画コレクションをもつ和歌山県立近代美術館の
　　所蔵品を中心に、名品の数々を一堂に展示する。（美術館パンフより）　  
　　一般＝800円／大高生600円／小中学生400円
　  ※宇都宮市内在住の高校生以下は無料

◎	栃木県立美術館 ☎621-3566
	 企画展「川上澄夫・木版画の世界」
　 12月23日（木・祝）まで
    　川上澄夫の全貌を、同館の所蔵品から、木版画、油彩画、水彩画、
　  硝子絵など約500点を前期、後期に分けて展示紹介。（県美術館パンフより）
　  一般＝700円／大高生400円／中学生以下無料

1617 November  2010

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あて電話でご連
　絡ください。
　申込書を FAX で送信いたします。

　

総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

町
の
角
に
も
落
ち
て
い
る
運
不
運

一
泊
の
旅
へ
広
げ
る
日
本
地
図

禁
煙
と
決
め
た
心
の
隅
で
悔
い

〈
評
〉
宝
と
思
う
金
婚
の
妻
。

〈
評
〉
安
近
短
へ
納
得
を
す
る
。

〈
評
〉
手
持
ち
無
沙
汰
と
な
っ
た
指
先
。

厚
化
粧
ま
だ
ま
だ
夢
が
あ
る
ら
し
い

月
一
つ
残
し
オ
リ
オ
ン
通
り
更
け

困
っ
て
る
顔
が
楽
し
い
こ
れ
も
愛

花
火
消
え
ま
た
不
景
気
な
闇
と
な
る

秋
の
旅
早
い
日
暮
れ
に
急
か
せ
ら
れ

親
指
を
立
て
て
社
長
の
機
嫌
聞
く

木
犀
の
匂
い
も
消
え
て
秋
の
暮
れ

中
本
十
字
郎

新　

み
の
る

鈴
木
芙
美
子

大
塚　

栄
子

渋
谷
美
知
子

柳
岡　

睦
子

江
部　

政
司

宮
田　

ミ
チ

田
崎　

武
一

毛
塚　

ヒ
ロ

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
158
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

ガラス製品・
洋菓子販売 代表取締役  山野井雅子さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

㈲玉屋硝子店
（ラ・メゾン・デュ・マサコ）

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

　

本
誌
で
何
度
も
ご
紹
介
し
て
い
る
「
宇
都

宮
雷
都
物
語
」。
宇
都
宮
の
統 

一 

ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
そ
の
雷
都
物
語
を

テ
ー
マ
に
し
た
小
説
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

著
者
は
下
岡
本
在
住
で
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
伊
王
野
葉
氏
。
内
容
は
、
餃
子
の

取
材
の
た
め
に
宇
都
宮
に
訪
れ
た
主
人
公

が
、
夢
の
中
で
江
戸
時
代
の
宇
都
宮
に
行

き
、
そ
こ
で
商
品
開
発
に
奮
闘
す
る
商
人
、

職
人
た
ち
の
姿
に
出
会
う
と
い
う
も
の
で

す
。
現
実
の
雷
都
物
語
開
発
を
、
江
戸
時

代
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

小
説
と
し
て
も
お
も
し
ろ
く
、
約
３
３
０

頁
を
一
気
に
読
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
実
際
の
商
品
開
発
に
も
、

ぜ
ひ
思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

入
手
に
つ
い
て
は
当
所
地
域
振
興
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
☎
６
３
７-

３
１
３
１
︶

『
宮
の
商あ

き
ん
ど人

伝 

雷ら
い
さ
ま様

の
た
ま
ご
』

伊
王
野  

葉［
著
］

宇
都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会

7
0
0
円（
税
込
）

「 進 」
進
む
リ
ス
ク
よ
り
も

進
ま
な
い
リ
ス
ク
が
大
き
い
時
が
あ
り
ま
す
。

失
敗
し
な
が
ら
で
も
進
む
こ
と
が
、

リ
ス
ク
を
回
避
し
、

大
き
な
成
果
に
繋
が
る
こ
と
を

体
験
を
持
っ
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
感
動
を
書
で
表
現
し
ま
し
た
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　

１
９
７
５
年
熊
本
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

地
人
」の
題
字
な
ど
を
揮
毫
。日
テ
㆑「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
。著
書
に
作
品

集﹃
た
の
し
か
﹄﹃
書
愉
道
﹄﹃
ひ
ら
く
言
葉
﹄﹃
し
ょ
ぼ

ん
﹄、新
刊
に﹃
書
の
道
を
行
こ
う
～
夢
を
か
な
え
る
双

雲
哲
学
～
﹄﹃
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ば
か
り
注
文
す
る
な
﹄な

ど
が
あ
る
。

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ・そ
う
う
ん

︿ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

﹀

A
〜
H
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉来
年
完
成
予
定
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
栃
木
県
も
出
店
す
る
と
か

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.
14.
15.
18.
19.
21.
23.
25.

1.
5.
8.
10.
11.
12.
13.
15.
16.
17.
20.
22.
24.
26.
27.

秋、産卵のために川をのぼる鮭の異名
会場整理の担当が腕に巻くもの
この料理○○が良く効いているね
センター越えのヒットで一塁から○○○○ホームイン
「私にまかせろって、何か○○でもあるのかい」
栃木県で開発、生産を開始したイチゴの新品種名は？
「三国志演義」で桃園の誓いの3人、劉備玄徳・張飛翼徳・関羽○○○○○
この車は○○○○○がとても良い
洋服や学生服の襟につけて所属・学部などを表すもの
「海の神」から転じて海そのものを言い表すことば
彼はいつも○○○志向なので、少々の失敗にはめげない
日本の古代の租税体系「租・○○・調」
仏教などで足の速い神として知られる○○天
日米間に重くのしかかっている○○問題

旺盛な繁殖力でこの時期黄色に染まる外来種セイタカ○○○○ソウ
南米ベネズエラ・ブラジル間にある絶景○○○高地
ある物を売る際「残部○○○○○」と言うとよく売れるとか
前の人の失敗を繰り返さないこと。「先人の○○を踏まず」
食物が腐りやすいことを「○○が早い」などと言う
日本では小樽。世界ではスエズ、パナマなどがこれで有名
相撲番付で一番下の位置
来年の○○は「卯・うさぎ」ですね
イノシシの子どもは○○坊とよばれる
よく言います。「○○○○にたたり目」
「当店の銘菓は宮内庁○○○○○」などと誇らしげに
「ぬえ退治」で知られる源○○○○
彼、なかなか○○○だね。何か強力な隠し球でもあるのかな？
この時期徳島特産の○○○が出回る。ユズの仲間
なぎさ、みぎわなどとも呼ばれる。○○○○際

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ニ
ホ
ン
ケ
イ
ダ
ン
レ
ン

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
11
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
治
30
年
創
業
の
ガ
ラ
ス
製
品
の
卸

売
店・専
門
店
で
す
。実
用
品・イ
ン
テ
リ

ア
向
け・プ
ロ
使
用
商
品
な
ど
、約
２
千

点
を
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
店
内
に
て
、パ
ー
ト・ド・フ
リ
ュ
イ

と
い
う
、旬
の
果
実
の
風
味
を
そ
の
ま
ま

閉
じ
込
め
た
、一
口
サ
イ
ズ
の
ゼ
リ
ー
も

販
売
し
て
い
ま
す
。香
料
や
着
色
料
に
た

よ
ら
な
い
自
然
の
色
と
果
汁
の
味
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈所在地〉宇都宮市大寛１-１-８   ☎633-4847  5633-4842
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十
一
月
十
三
日（
土
）～
十
四
日（
日
）

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り（
栃
木
市
）

　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り
を
舞
台
に
絢
爛
豪

華
な
人
形
山
車
が
巡
行
さ
れ
る
。
九
台
の
山

車
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
内
六
台
は
県
指
定
有
形
文

化
財
。
こ
の
人
形
山
車
巡
行
は
明
治
七
年
か

ら
慶
事
や
祝
典
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
。
舟
運
で
栄
え
、
小
江
戸
と
呼

ば
れ
た
栃
木
商
人
の
心
意
気
を
今
に
伝
え
る

祭
り
で
あ
る

十
一
月
十
七
日（
水
）

報
徳
二
宮
神
社
例
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　

日
光
神
領
の
復
興
に
心
血
を
注
い
だ
二
宮

尊
徳
の
命
日
に
因
ん
で
行
わ
れ
る
例
大
祭
。

尊
徳
は
七
十
歳
で
住
ま
い
と
し
て
い
た
今
市

報
徳
所
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
日
は
、
尊
徳
翁

の
子
孫
を
は
じ
め
、
全
国
の
崇
敬
者
が
集
う
。

十
一
月
十
九
日（
金
）～
二
十
日（
土
）

西
宮
神
社
恵
比
須
講（
足
利
市
）

　

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
秋
の

風
物
詩
。
西
宮
神
社
の
参
道
に
お
宝
を
売
る

露
店
が
軒
を
連
ね
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

境
内
で
は
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
三
日（
火
・
勤
労
感
謝
の
日
）～

二
十
四
日（
水
）

羽
黒
山
梵
天
祭（
宇
都
宮
市
今
里
）

　

羽
黒
山
神
社
の
秋
の
例
大
祭
。
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
を
願
っ
て
梵
天
が
奉
納
さ
れ
る
。

沿
道
に
は
露
店
が
軒
を
連
ね
、
名
物
の
ユ
ズ

が
売
ら
れ
る
。
三
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

年
四
月
五
日
印
刷
と
あ
り
、
印
刷

所
は
日
野
町
の
合
資
会
社
光
彰
館
。

販
売
価
格
は
十
銭
だ
っ
た
。
た
だ
し

日
野
町
の
住
所
は
各
県
に
お
け
る
便

宜
上
の
記
載
で
あ
り
、
光
彰
館
は
名

古
屋
に
本
社
を
、
大
阪
に
彫
刻
部

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。（『
大
日
本

名
蹟
図
誌
』復
刻
版
／
解
説　

阿
部

昭
・
石
川
昭
範
）

　

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
二
荒
山
神

社
お
よ
び
下
之
宮
の
絵
図
は
宇
都
宮

が
市
制
を
施
行
し
た
一
八
九
六（
明

治
二
十
九
）年
ご
ろ
と
思
わ
れ
、
周

辺
に
高
層
の
建
物
も
な
い
こ
と
か
ら
、

臼
が
峰
の
小
山
に
神
木
が
生
い
茂

り
、
ま
さ
し
く
神
域
の
た
た
ず
ま
い

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い

知
れ
る
。

　

ま
た
、
絵
図
右
上
の
下
之
宮
が
鎮

座
す
る
招
魂
山
に
は
一
段
高
い
所
に

招
魂
社
が
祀
ら
れ
、
か
つ
て
荒
尾
崎

と
呼
ば
れ
た
こ
の
小
山
が
、
臼
が
峰

と
一
体
の
丘
陵
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。

　

こ
の
絵
図
は『
大
日
本
名
蹟
図
誌
』

第
十
編
下
野
之
部
第
三
巻
に
収
録

さ
れ
て
い
た
も
の
の
別
刷
り
で
あ
る
。

第
三
巻
は「
宇
都
宮
市
、
河
内
郡
、

芳
賀
郡
」か
ら
な
り
、
宇
都
宮
社
寺

之
部
は
、
二
荒
山
神
社
を
は
じ
め
、

桂
林
寺
、
清
巌
寺
、
延
命
院
な
ど

名
祠
巨
刹
を
描
い
た
銅
版
画
に
よ
る

絵
図
と
解
説
に
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
。
絵
図
一
九
○
三（
明
治
三
十
六
）

神社神楽殿神社拝殿

神社本殿

1873(明治6)年5月、神社制度改革により宇都宮二荒山神社は国幣中社から県社に降格した。「延喜式」にいう式外社
であるというのが理由だった。しかし、社格回復運動の結果、1883(明治16)年5月、河内郡役所で国幣中社に列格
された旨の達があった（『うつのみやの歴史』宇都宮市）
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努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

小
さ
な
お
店
で
も
で
き
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
つ
な
が
る
。
そ
ん
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

考
え
方
の
ひ
と
つ
を
、
同
社
は
実
践

し
て
い
ま
す
。

都
宮
に
伝
わ
る
「
き
ぶ
な
」

の
伝
説
は
、
最
近
で
は
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
然
痘
が
流
行
し
た
時
に
、
黄
色
い

鮒
を
食
べ
た
と
こ
ろ
病
気
が
治
っ
た
こ

と
か
ら
、
病
気
よ
け
・
無
病
息
災
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
玩
具
で
も
お
な
じ
み
の
こ
の

「
き
ぶ
な
」
を
ジ
ュエ
リ
ー
に
し
た
の

が
、
㈲
今
泉
貴
金
属
で
す
。
ピ
ン
ブ

ロ
ー
チ
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
２
種
類
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
18
金
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー

ル
ド
で
作
っ
た
形
の
上
に
、
サ
フ
ァ
イ

ア
や
ガ
ー
ネ
ッ
ト
、
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
て
「
き
ぶ
な
」
を
作
っ
て

応
も
、
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

て
、
県
外
か
ら
買
い
に
来
て
く
れ
る

人
も
増
え
た
と
の
こ
と
。「
宇
都
宮

の
文
化
が
そ
う
や
っ
て
ど
ん
ど
ん
広

ま
っ
て
いっ
て
く
れ
る
と
、
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
今
泉
専
務
も
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

　

同
社
で
は
地
域
活
動
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。「
う
ち
は
創
業
90
年

で
、
ず
っ
と
地
元
で
商
売
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
か
ら
、
地
域
活
動
も

き
ち
ん
と
や
ら
な
く
て
は
」
と
、
三

代
目
と
し
て
の
顔
も
の
ぞ
か
せ
る
今

泉
専
務
。
当
所
青
年
部
で
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
宇
都
宮
を
テ
ー
マ
に
商

品
開
発
を
す
れ
ば
、
宇
都
宮
の
魅

力
は
ず
い
ぶ
ん
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

歴
史
も
伝
統
も
た
く
さ
ん
あ
る
街
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
発
掘
し
発
表
す
る

い
ま
す
。

　
「
普
通
の『
き
ぶ
な
』よ
り
は
、
少

し
元
気
の
い
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
あ
り

ま
す
。
昨
年
６
月
下
旬
に
発
売
を

開
始
し
た
の
で
す
が
、
お
か
げ
さ
ま

で
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
話
題
も
広
が
って
い
ま
す
」（
今

泉
専
務
）

　

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ン
ブ
ロ
ー
チ
も
ペ
ン

ダ
ン
ト
も
、
宝
石
を
使
っ
た
商
品
で

す
か
ら
、
決
し
て
安
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

価
格
を
下
げ
て
い
る
と
今
泉
専
務
は

言
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
伝
統
的
な

文
化
を
形
に
し
た
の

は
、
ひ
と
つ
に
は
多
く

の
人
に
宇
都
宮
の
良

さ
を
感
じ
て
欲
し
い
か

ら
。
ま
た
、
宇
都
宮

を
離
れ
る
人
に
身
に

付
け
て
い
た
だ
い
て
、

外
で
宇
都
宮
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
欲
し
い
と
も
、

願
って
い
ま
す
」

　

実
際
、
購
入
さ
れ

た
お
客
様
か
ら
「
つ
け

て
い
る
と
話
題
の
糸
口

に
な
る
」
な
ど
の
反

「ビジネスを通じて、地域の伝統と
                 文化を伝えるお手伝いを」
CSR活動に取り組む宇都宮市内の企業をご紹介する、本コーナー。
今回は「宝石・貴金属イマイズミ」で知られる㈲今泉貴金属の
今泉一専務に、同店の取り組みをうかがいました。

有限会社 今泉貴金属第13回

専務取締役
今泉  一  氏

宇都宮の歴史・伝統を伝える商品「きぶな」ピンブローチ（左）とペンダント（右）

宝石・貴金属イマイズミ

第10回

６代目店主の大塚哲夫氏。地階のワインセラー
にある雀屋ブランドワインの試飲コーナーにて

コーヒー一杯で半日過ごす人もいるほど、
居心地の良いカフェスペース

先々代から伝わるかき氷機『初雪』。
猛暑続きの今夏は連日大活躍

　

時
は
江
戸
時
代
。
日
光
街
道
杉
並
木

の
入
口
に
一
軒
の
お
店
が
あ
っ
た
そ
う

な
。
当
時
、
日
光
街
道
沿
い
に
は
民
家

も
ま
ば
ら
で
、
宇
都
宮
を
通
り
す
ぎ
て

か
ら
日
光
ま
で
の
道
の
り
に
は
、「
雀

屋
」
以
外
に
お
店
は
あ
ま
り
点
在
し
て

お
ら
ず
、
街
道
を
行
き
交
う
人
々
に

と
っ
て
は
、
オ
ア
シ
ス
的
な
存
在
で
あ

り
、
村
の
公
民
館
的
役
割
を
担
う
宴
会

場
と
し
て
も
近
隣
の
人
々
や
旅
人
に
重

宝
さ
れ
、
愛
さ
れ
… 

そ
ん
な
創
業
当

時
の
話
が
「
雀
屋
」
に
は
伝
わ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

酒
屋
と
呼
べ
る
よ
う
な
業
態
に
な
っ

た
の
は
「
宇
都
宮
商
工
会
議
所
百
年
史

（
平
成
６
年
３
月
発
行
）」
に
よ
る
と

１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
と
い
う
こ
と

で
、
便
宜
上
、
こ
の
年
を
創
業
年
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち

な
み
に
「
雀
屋
」
と
い
う
屋
号
は
、

創
業
当
時
者
か
ら
の
言
い
伝
え
は
な

く
不
明
と
の
こ
と
。
雀
の
お
宿
説
が

有
力
だ
と
か
…
。
現
在
は
公
共
の
名

前
で
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
店

舗
近
く
の
バ
ス
停
は
「
上
戸
祭
小
入

口
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

15
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、「
雀
屋
前
」

と
い
う
バ
ス
停
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
お
店
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
の
は
、
国
道
１
１
９
号
線
と
宇
都

宮
環
状
道
路
の
交
差
点
が
、
宮
環
状

戸
祭
ミ
レ
ニ
ア
ム
ア
ン
ダ
ー
と
し
て

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
。
交

差
点
整
備
に
伴
う
店
舗
移
転
が
契
機

と
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
温
め
て
い
た

プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。

　

開
店
に
あ
た
り
現
店
主
の
大
塚
哲

夫
さ
ん
（
６
代
目
）
が
意
識
し
た
の

は
、「
雀
屋
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
作
り
だ
そ
う
で
す
。
ま
ず
は
店
内

の
イ
メ
ー
ジ
。
木
の
温
も
り
と
石（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）
の
重
厚
感
を

表
現
。
商
品
イ
メ
ー
ジ
は
他

店
に
な
い
酒
・
タ
バ
コ
の
構

成
を
意
識
し
、お
店
の
イ
メ
ー

ジ
を
損
な
わ
な
い
程
度
の
雑
貨
（
酒
・

タ
バ
コ
グ
ッ
ズ
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
小

物
、
日
用
品
な
ど
）
を
並
べ
、
店
内

を
見
る
楽
し
み
を
演
出
。
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
も
力
を
注
ぎ
、
贈
答
品
と
し
て

の
「
雀
屋
ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
に
腐
心

し
た
と
の
こ
と
で
す
。「
一
度
来
店

さ
れ
た
お
客
様
が
ま
た
来
た
く
な
る

よ
う
な
、
人
に
教
え
た
く
な
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
お
店
づ
く
り
。
そ
の
信

用
と
信
頼
が
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
作

り
に
は
重
要
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

昔
の
酒
屋
さ
ん
と
言
え
ば
「
も
っ

き
り
」
に
「
豆
腐
」「
お
で
ん
」
…  

今

は
な
き
良
き
思
い
出
で
す
が
、
現
在

「
雀
屋
」
で
は
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
そ
の
昔
、
峠
の
茶
屋
的
存
在
だ
っ

た
頃
の
「
雀
屋
」
を
思
い
お
こ
さ
せ

ま
す
。
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
原

点
は
変
わ
ら
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

も
と
も
と
哲
夫
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ

ン
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
物
づ
く
り
が
趣
味
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
今
の
お
店
に
う
ま
く
活

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
々
の
変
化
を
苦
労
と
せ
ず
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
前
向
き
な
発
想
で
未
来

へ
と
突
き
進
む
姿
が
、
歴
史
を
守
る
の

で
は
な
く
、
歴
史
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ま
す
。
変
化
を

楽
し
み
つ
つ
も
変
わ
ら
ず
に
存
在
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
歴
史
を
つ
く
る
上
で
重

要
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
酒
屋
さ
ん
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
。隠
れ
家
的
な
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
不
思
議
で
魅
力
的
な
老
舗

「
雀
屋
」を
訪
ね
ま
し
た
。

「
雀
屋
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に

愛
着
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

有
限
会
社  

雀
屋   

1
8
6
9
年
（
明
治
２
年
）
創
業

※このコーナーは隔月
で掲載します。

有限会社
雀屋

宇都宮市上戸祭２-３-９
1028-624-7988

〈営業時間〉 
12:00〜21:00
   木曜日定休／
第2・3水曜日休



       ｢うつのみやマップ｣では、
バナーおよびテキスト広告 ・ 企業情報 ・新着情報を募集中！

　

当
所
・
下
野
新
聞
社
・
第
一
測
工

㈱
の
３
者
共
同
運
営
に
よ
る
、
地
域

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み

や
マ
ッ
プ｣

は
、地
図
を
ベ
ー
ス
に
行

政
関
連
情
報
・
暮
ら
し
情
報
・
民
間

企
業
情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
の
情

報
を
提
供
し
、
ま
た
、
地
域
の
最
新

ニ
ュ
ー
ス
や
季
節
・
テ
ー
マ
ご
と
の

特
集
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
①
バ
ナ
ー
お
よ
び

テ
キ
ス
ト
広
告
（
有
料
）②
企
業
情

報
（
無
料
）③
新
着
情
報
（
無
料
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
や

店
舗
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

①
バ
ナ
ー
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
広
告

（
有
料
）

宇
都
宮
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
広

告
主
様
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
で
す
。

②
企
業
情
報
（
無
料
）

企
業
名
・
店
名
、
ジ
ャ
ン
ル
、
住
所
、

電
話
番
号
、
営
業
時
間
、
定
休
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
地
図

情
報
（
会
員
特
典
）、
企
業
Ｐ
Ｒ
文

（
1
0
0
字
以
内
）の
基
本
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

③
新
着
情
報
（
無
料
）

企
業
に
お
け
る「
イ
ベ
ン
ト
」「
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
オ
ー
プ
ン
情
報
」な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し

ま
す
。（
1
0
0
字
以
内
）

問合せ

総
務
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

地域情報ポータルサイト｢うつのみやマップ｣

宇都宮エリア地域情報ポータルサイト
｢うつのみやマップ｣
　｢宇都宮の暮らしをもっと便利に！　もっと人々の交流を！｣をコンセプトに設立
された、宇都宮を中心とした地域情報ポータルサイトです。
　最大の特徴は、地図をベースに情報発信されていること！ 生活に役立つ行政
情報から名店の紹介や企業情報まで、広い分野のタウン情報を掲載しています。

さまざまな情報が地図になった！ 
２30種類の情報マップを掲載！！
　店舗・施設・企業などのさまざまな情報が、地図と一体となって紹介されています。
その数なんと22,600 件！

季節・テーマごとの特集やニュース！！
　｢うつのみやマップ｣では、季節・テーマごとの特集やイベント情報、地域に密着した
ニュースを毎日配信しています。

◎宇都宮エリア地域情報ポータルサイト「うつのみやマップ」
http://www.utsunomiya-map.com/

「うつのみやマップ」は、宇都宮のさまざまな  情報を配信しているホームページです。

｢うつのみやマップ｣トップページ　

A

B

E

E
C
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　今月号の特集は、「自転車のまち・宇都宮」に
ついて掲載しました。
　最近では、スタイリッシュなスポーツバイ
クを愛用する方々を、目にする機会が多くな
りましたが、それと比例するように自転車の事故が増えて
いることも事実です。
　スポーツタイプの自転車は、簡単にスピードを出すこと
が出来ますが、自転車の交通ルールやマナーを守り、楽し
く安全な自転車ライフを心がけましょう。

2223 November  2010

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

中
心
市
街
地
の
夜
を
演
出

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
２
０
１
０

事
業
主
の
皆
様
、
労
働
保
険
の

加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
、
平
成
22
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

◎
上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
上
三
川
町
大
字
上
蒲
生
１
２
７−

１
）

【
開
催
日
時
】  

11
月
16
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

午
後
2
時
〜
4
時

【
対
象
者
】  

上
三
川
町

◎
宇
都
宮
市
河
内
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
白
沢
町
３
８
５
）

【
開
催
日
時
】  

11
月
17
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

午
後
2
時
〜
4
時

【
対
象
者
】  

宇
都
宮
市

◎
宇
都
宮
市
文
化
会
館

（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７−

66
）

【
開
催
日
時
】  

11
月
18
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

午
後
2
時
〜
4
時

【
対
象
者
】  

宇
都
宮
市

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と

提
出
の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
の
配
布
枚
数
は
、

一
定
枚
数
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
足

が
あ
る
場
合
に
は
説
明
会
会
場
お
よ
び
税

務
署
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
、
今

年
度
も
開
催
し
ま
す
。

【
点
灯
期
間
】 

11
月
18
日（
木
）
〜
平
成

23
年
１
月
10
日（
月
・
祝
）

【
点
灯
時
間
】 

午
後
５
時
〜
10
時

【
実
施
場
所
】 

二
荒
通
り
、
日
野
町
通
り
、

オ
リ
オ
ン
通
り
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
、
オ

リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
、
東
武
馬
車
道
通
り
、

ユ
ニ
オ
ン
通
り
、
大
通
り
の
一
部

【
期
間
中
の
催
し
】 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
各
商
店
街
歳
末
セ
ー
ル
な
ど

　

労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
所
は
、
す
べ
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
済

み
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
す
ぐ
に
加
入

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
未
手
続
事
業

所
に
対
し
て
は
、
職
権
成
立
、
認
定
決

定
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
労
働
基
準
監
督
署
へ
。

問合せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

☎
6
3
2-
8
2
1
5

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
6
2
1-

2
1
5
1

　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
動
音
声
案
内
）

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

◎
11
月
13
日（
土
）

　
「
エ
コ
ふ
れ
あ
い
ｉ
ｎ
宮
カ
フ
ェ
」

　

 （
主
催
：
環
境
行
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
　

●
店
頭
で
の
普
及
啓
発
活
動
等

     　◎
11
月
18
日（
木
）   

     「 

中
心
市
街
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
セ
レ
モ
ニ
ー
（
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
）」出
店

　
　

●
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
、
プ
チ
プ
レ
リ

　
　

 

出
店
予
定　

午
後
５
時
〜
９
時

◎
11
月
26
日（
金
）

     「 

歌
お
う
愉
快
だ　

歌
声
カ
フ
ェ
」

       （
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
）

        

●
歌
声
グ
ル
ー
プ「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
ｕ
ｔ
」

         

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

　

     

午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

◎
11
月
27
日（
土
）

　
「 

宮
カ
フ
ェ
愉
快
ラ
イ
ブ
」

      （
プ
チ
プ
レ
リ
共
催
、
宝
木
本
町
バ
ン
ド
他
）

       

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
お
け  

　
　

   

る
自
主
企
画
ラ
イ
ブ  

　

       

午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

                             

◎
11
月
27
日（
土
）

　
「 

オ
リ
オ
ン
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

      

１
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
割
引
セ
ー
ル
」

      （
地
元
商
店
街
連
携
事
業
）　

12
月
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
10
月
19
日
現
在
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ

ベ
ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
宮
カ
フ
ェ
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宮
カ

フ
ェ
で
は
、
11
月
６
日（
土
）・
７
日

（
日
）、
１
周
年
記
念
セ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
き
、

無
事
１
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

営
業
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

11月
Nov

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み
や

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
案

内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
） 　

11
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、
12

月
５
日
・
12
日

ま
ち
な
か
案
内
所

問合せ

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所

☎
6
3
8-

0
3
6
9

宇
都
宮
労
働
基
準
監
督
署

☎
6
3
3-

4
2
5
1




